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地 

域 

建 

設 

委 

員 

会

　
　
　
　
　
委
員
長

　
野の

口ぐ
ち

　
明あ

け

美み

　
今
定
例
会
で
付
託
を
受
け
た
議
案

十
五
件
全
て
に
対
し
て
、
全
員
が
原

案
に
賛
成
し
た
。
ま
た
、
請
願
は
二

件
の
う
ち
一
件
が
採
択
さ
れ
た
。

　
¬
平
成
二
三
年
度
春
日
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算
」
は
下
水
道
使
用
料

の
伸
び
が
見
込
め
る
の
か
不
安
が
あ

る
の
で
、
支
出
は
極
力
抑
え
る
よ
う

に
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
¬
市
道

路
線
の
認
定
」は
、第
一
三
七
五
号
路

線
の
勾
配
が
急
だ
が
市
道
路
線
と
し

て
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
第
一
三
七
七
号
路
線
は
途
中

に
枝
線
が
二
本
出
て
い
る
が
本
来
は

別
途
に
市
道
路
線
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
執

行
部
か
ら
は
、
市
道
路
線
の
勾
配
は

十
一
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
可
能
で
あ
る

こ
と
、
枝
線
に
つ
い
て
は
奥
行
が
二

十
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
れ
ば
同
一
路

線
と
し
て
可
能
で
あ
る
と
の
説
明
が

な
さ
れ
た
。

　
¬
春
日
あ
ん
ど
ん
ま
つ
り
（
打
ち

上
げ
花
火
の
中
止
）
の
撤
回
を
も
と

め
る
請
願
」
は
、
春
日
市
民
祭
り
振

興
会
が
花
火
の
打
ち
上
げ
を
中
止
す

る
決
定
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。
委

け
ま
し
た
。

　
「
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
」で
は
、介
護
従
事
者
処
遇

改
善
臨
時
特
例
基
金
に
つ
い
て
、
第

四
期
の
中
で
保
険
料
の
高
騰
を
抑
え

る
た
め
に
活
用
し
て
い
る
基
金
で
あ

る
こ
と
や
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
に

関
し
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

状
況
で
み
る
と
、
多
少
の
改
善
が
み

ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
特
定
高
齢
者

施
策
事
業
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

内
容
等
に
つ
い
て
、
意
向
調
査
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
よ
る
情
報
提

供
を
行
う
な
ど
、
元
気
な
高
齢
者
が

要
支
援
に
な
ら
な
い
よ
う
、
実
態
把

握
を
行
い
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
努
め
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
全
て
の
議
案
に
対

し
て
、
全
員
が
原
案
に
賛
成
し
て
お

り
ま
す
。

市民厚生委員長報告

体
観
測
指
導
員
の
方
か
ら
説
明
を
受

け
た
。

総務文教委員長報告

市 

民 

厚 

生 

委 

員 

会

　
　
　
　
　
委
員
長

　
塚つ

か
も
と本

　
良よ

し
は
る治

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
十

件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
設
置
条
例
の
一
部
改
正
」

で
は
、
公
の
施
設
を
暴
力
団
関
係
者

が
使
用
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
た
め

の
規
定
の
整
備
で
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
」
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
被
保
険
者
数
は
減
少
し
て
い

る
が
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
を
反
映

し
て
、
医
療
費
は
全
体
的
に
伸
び
る

傾
向
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受

総 

務 

文 

教 

委 

員 

会

　
　
　
　
　
委
員
長

　
長な

が

能の

　
文ふ

み

代よ

　
三
月
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
九
議

案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
四
号
）で
は
、
国
の
交
付
金

「
き
め
細
か
な
交
付
金
」で
市
庁
舎
の

身
体
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
の
整
備

が
行
わ
れ
、「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

ぐ
交
付
金
」
で
図
書
館
の
改
修
や
書

籍
購
入
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
い
う
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　
「
春
日
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
の

一
部
改
正
」は
、資
産
等
報
告
書
の
提

出
義
務
者
の
範
囲
が
市
長
、
副
市
長

及
び
教
育
長
並
び
に
配
偶
者
等
ま
で

拡
大
さ
れ
、
そ
の
報
告
内
容
が
拡
大

さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
調
査
請

求
の
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
る
な

ど
、
政
治
倫
理
の
一
層
の
確
立
を
図

る
た
め
の
整
備
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、春
日
市
表
彰
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
四
議
案
は
、い
ず
れ
も
春
日
市

暴
力
団
排
除
条
例
の
趣
旨
や
規
定
に

基
づ
い
て
、欠
格
条
項
を
定
め
た
り
、

公
の
施
設
の
使
用
許
可
申
請
等
を
制

限
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、三
月
二
十
四
日
に
は
、四
月

か
ら
開
館
す
る
天
体
観
測
施
設
、「
白

水
大
池
公
園
星
の
館
」を
視
察
し
、天

視点・論点 ３月定例会

３月定例会において、各常任委員会等で議論となったものを各委員長がまとめたものです。
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員
か
ら
は
、
議
会
と
し
て
春
日
市
民

祭
り
振
興
会
理
事
会
で
の
決
定
事
項

に
つ
い
て
反
対
の
意
思
は
表
明
で
き

な
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
採

決
の
結
果
、
賛
成
者
が
な
く
不
採
択

と
な
っ
た
。

地域建設委員会現地調査

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
前ま

え

田だ

　
俊と

し

雄お

　
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
歳
出
、そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
は
、

二
八
二
億
二
、八
九
〇
万
五
千
円
で
、

対
前
年
度
比
、五
億
九
、七
一
〇
万
八

千
円
の
増
額
、率
に
し
て
二
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
関
係
で
は
、
そ
の
根
幹
を
成

す
市
税
は
、一
一
五
億
四
、八
九
四
万

八
千
円
で
、
対
前
年
度
比
、
八
、七
〇

八
万
七
千
円
の
減
額
、率
に
し
て
〇
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
交
付
税
と
そ
の
一
部
で
あ
る
臨

時
財
政
対
策
債
を
合
計
し
た
実
質
的

な
地
方
交
付
税
は
、五
七
億
八
、六
五

四
万
三
千
円
で
、
対
前
年
度
比
一
億

八
九
万
八
千
円
の
増
額
、
率
に
し
て

一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
市
債
に
つ
い
て
は
、
起
債
額

は
二
〇
億
二
、六
二
〇
万
円
で
、対
前

年
度
比
三
億
三
、
三
六
〇
万
円
の
減

額
、
率
に
し
て
十
四
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
関
係
で
主
に
議
論
と
な
っ
た

の
は
、
市
政
広
報
費
、
市
営
住
宅
建

替
事
業
費
、
小
中
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
、
南
部
白
水
地
区
に
お
け
る
道

路
台
帳
整
備
及
び
町
界
町
名
地
番
整

備
事
業
費
、
自
主
管
理
学
校
開
放
事

業
補
助
金
、
文
化
振
興
課
事
務
室
移

設
工
事
、
防
犯
・
暴
力
追
放
事
業
補

助
金
、
新
南
部
工
場
周
辺
地
元
自
治

会
交
付
金
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
賛
成
多
数
で
原
案

を
可
決
す
る
こ
と
に
賛
成
し
た
。

予算審査特別委員長報告

市 

議 

会 

の 

評 

価

　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
市
議
会
運
営
委
員
会

　
市
議
会
で
は
、
春
日
市
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
定
例
会
ご
と
に
議
会
活
動
の
評
価
を
行

い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議

案
三
十
五
件
、
請
願
二
件
が
各
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
改
選
期
で
あ
り
、
会
期

を
短
縮
し
た
市
議
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市

議
会
で
は
、
例
年
ど
お
り
の
日
程
で
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
は
、
最
終
日

の
本
会
議
で
委
員
長
報
告
を
行
い
、
採
決
に
あ

た
っ
て
、
請
願
第
二
号
（
※
一
）
に
対
し
て
の
賛
成

討
論
及
び
第
二
十
九
号
議
案
（
※
二
）
に
対
し
て
の

反
対
討
論
が
各
一
件
行
わ
れ
ま
し
た
。
採
決
の

結
果
は
、
上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
十
人
が
行
い
、
二
日
間

に
わ
た
り
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
一

般
質
問
に
は
二
日
間
で
述
べ
五
十
九
名
の
傍
聴

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に

傍
聴
し
て
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
議
会
と
な
る

よ
う
議
員
一
同
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
長
報
告
の
詳
細
及
び
本
会
議
の

会
議
録
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
一
） 

請
願
第
二
号
＝
春
日
あ
ん
ど
ん
ま
つ
り
（
打

ち
上
げ
花
火
の
中
止
）
の
撤
回
を
も
と
め
る

請
願
に
つ
い
て

（
※
二
） 

第
二
十
九
号
議
案
＝
平
成
二
十
三
年
度
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て

議決結果（賛否が分かれた案件） ※その他の案件については全員賛成で可決されました。

平成23年第１回（３月）定例会

件　　　　　　　　　　名

創　政　会 公　明　党 近未来21 薫　風 日本
共産党 衆政会

議
決
結
果

竹
下
　
尚
志

友
廣
　
英
司

柴
田
　
英
明

與
國
　
　
洋

坂
本
　
靖
男

岩
切
　
幹
嘉

吉
村
　
敦
子

前
田
　
俊
雄

野
口
　
明
美

金
堂
　
清
之

大
久
保
妙
子

武
末
　
哲
治

藤
井
　
俊
雄

近
藤
　
幸
恵

村
山
　
正
美

長
能
　
文
代

五
藤
　
源
寿

塚
本
　
良
治

平成23年度春日市一般会計予算に
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原案
可決

春日あんどんまつり（打ち上げ花
火の中止）の撤回をもとめる請願
について
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※各会派の所属議員の党派は次のとおり
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（原案について ◯賛成  ●反対） ※欠は欠席

※松尾浩孝議員は議長職のため、表決権は
　ありません。


